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□ 「環境」への高い志を共有する 

24 項目 1,558,500 

                （うち肉付補正 22 項目  1,358,000） 

◇生ごみ等の分別収集による新たなエネルギー生成モデル実験 

  ＜新規＞ 47,000 

◆生ごみ等の分別・エネルギー生成モデル実験  40,300  

家庭ごみの約４０％を占める生ごみ等について，モデル地域で新たに分別収集実

験を開始し，収集してきた生ごみ等をガス燃料へ転換し，発電に活用することによ

り，脱焼却によるごみ減量と温室効果ガス削減を進める。 

また，今後，モデル実験の結果を踏まえ，全市への拡大を検討する。 

分別収集世帯 ２０００世帯（１１ブロック） 

開 始 時 期 ２０年１０月 

全体事業費 ６０百万円 

       （局配分枠２０百万円，政策重点化枠４０百万円） 

◆コミュニティ型堆肥化モデル実験   6,700 

近郊農村部等において，地域で出た生ごみを堆肥化してその地域で利用するとい

った地産地消の資源循環の促進を図るため，堆肥化装置を活用し，地域コミュニテ

ィにおける堆肥化モデル実験を行う。 

実験世帯数 ２００世帯（２地域） 

〔環境局 循環企画課 TEL 213-4930〕 

◇「新京都市循環型社会推進基本計画（仮称）」の策定  ＜新規＞ 15,000 

  １９年１０月にプラスチック製容器包装分別収集を全世帯に拡大するなど，ごみの

減量，分別，リサイクルを進めている中，更なるごみの減量を目指した施策や，脱焼

却を基本とした適正な廃棄物処理システムのあり方など，今後１０年から１５年先の

廃棄物行政の指針となる計画を策定する。 

    ２０年度は，計画策定に向けた調査を実施する。 

策定時期 ２１年１２月 

                           〔環境局 循環企画課 TEL 213-4930〕      
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◇「ＤＯ ＹＯＵ ＫＹＯＴＯ？」プロジェクト        ＜新規＞    5,000 

世界では「ＤＯ ＹＯＵ ＫＹＯＴＯ？」が「環境にいいことしていますか？」とい

う意味で使われていることを受け，京都議定書が発効した２月１６日を記念し，毎月

１６日を「環境にいいことする日」と定め，京都市全域で市民・事業者ぐるみで環境

にいい取組を実践するプロジェクトを展開し，国内外にアピールする。 

〔総合企画局 地球温暖化対策室 TEL 211-9281〕 

◇京都ジュニア環境サミット ＜新規＞ 5,000 

２００８年サミット外相会合京都開催にあわせ，「ＤＯ ＹＯＵ ＫＹＯＴＯ？」プロ

ジェクトの一環として，２１世紀を担う子どもたちが，子ども議員として環境に関わる

意見を表明し，議論を行うなど，学校・地域・企業等が一体となって取り組んできた京

都市の環境教育の更なる発展を目指す京都ジュニア環境サミットを開催する。  

開 催 日  ２０年６月２２日 

全体事業費  ６百万円 

       （局配分枠１百万円，政策重点化枠５百万円） 

〔教育委員会事務局 学校指導課 TEL 222-3808〕 

◇環境家計簿推進事業                ＜充実＞    7,000 

家庭における消費エネルギー削減及び環境意識の高揚を目指し，利用しやすい新た

な環境家計簿の開発やインターネット版環境家計簿の導入により，環境家計簿の大幅

な普及を図る。 

取 組 目 標 ２３年度までの環境家計簿取組家庭５万世帯以上 

全体事業費  １０百万円 

       （局配分枠３百万円，政策重点化枠７百万円） 

               〔総合企画局 地球温暖化対策室 TEL 211-9281〕 

◇くらしの匠と進める「エコライフ・コミュニティづくり」事業 

＜新規＞    8,000 

省エネに関する相談や助言を行う専門家（くらしの匠）による「エコサポートチー

ム」の支援のもと，区役所と連携して，地域ぐるみで家庭における省エネの取組を進

めるとともに，地域の特性を活かした環境にやさしい暮らしのあり方をみんなで考え，

「エコライフ・コミュニティ」の構築を目指す。 

                  〔総合企画局 地球温暖化対策室 TEL 211-9281〕 
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◇中小事業者省エネ総合サポート事業（仮称）     ＜新規＞   9,000 

省エネの取組を進めようとする中小規模の事業者を対象に，相談，診断，設備助成

の一貫したサポート体制を構築し，更なるＫＥＳ取得事業者の拡大を図るとともに，

中小事業者の温室効果ガス排出削減の取組を支援する。 

助 成 対 象 中小事業者でＫＥＳステップ１認証取得事業者 

助 成 率  省エネ設備導入等費用の１／３（上限３百万円） 

全体事業費  １５百万円 

        （局配分枠６百万円，政策重点化枠９百万円） 

〔総合企画局 地球温暖化対策室 TEL 211-9281〕 

◇持続可能な社会を描く「脱温暖化・京都ビジョン２０３０」（仮称）策定事業 

                          ＜新規＞   14,000 

あらゆる国に対して，温室効果ガス排出量を２０２０年までに１９９０年レベルか

ら３０％削減し，２０５０年までに８０％削減する目標を設定するよう強く呼び掛け

た「京都気候変動防止宣言（１９年２月）」を踏まえ，市民・事業者・環境保全団体な

どとともに，温室効果ガス排出量を２０３０年までに１９９０年レベルから５０％削

減することを目標とする，持続可能な社会像を描き，その実現のための方策を明らか

にした「脱温暖化・京都ビジョン２０３０」（仮称）を策定する。 

                 〔総合企画局 地球温暖化対策室 TEL 211-9281〕 

◇森林バイオマス活用推進事業 ＜新規＞ 18,000 

◆森林吸収源整備  14,000  

適正な整備が遅れている森林において，重点的に間伐を実施することにより森林

の健全な育成を図り，森林吸収源としての機能を高め，温室効果ガス削減に寄与す

る。 

事業期間 ２０～２４年度 

間伐面積 １０５ｈａ（２０年度予定） 

◆森林バイオマス資源活用検討   4,000 

林地内に存置された未利用資源を木質ペレット等として利活用するなど，森林バ

イオマス資源の活用による温室効果ガス削減につながる方策の検討を行う。 

               〔産業観光局 林業振興課 TEL 222-3346〕 
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◇「歩くまち・京都」の推進  91,000 

◆「歩くまち・京都」総合交通戦略（仮称）の策定 ＜新規＞ 20,000 

 交通まちづくり政策はあらゆる市民生活に密接に関わるものとの認識から，縦割

り行政を打破し，環境，健康，コミュニティ，公共交通，子育て・教育，経済の活

性化，景観，観光の幅広い行政分野を融合させた議論を審議会及び市役所全庁体制

で行うとともに，市民意識調査やパブリックコメントを実施し，２１年夏頃を目途

に「「歩くまち・京都」総合交通戦略（仮称）」を策定する。 

◆「歩いて楽しいまちなか戦略」の推進 ＜充実＞ 71,000 

１９年１０月に実施した四条通の歩道拡幅や路線バス・タクシー専用化（トラン

ジットモール化）をはじめとした社会実験の結果を踏まえて，２０年度は，荷さば

き実態，交通量などの調査を行い，交通処理方法について検討する。 

また，協議会を中心に多角的な議論を行い，通過交通の抑制などの交通施策や魅

力あるまちづくりを体感できる実証実験を実施し，四条通歩道拡幅等予備設計や地

下空間の有効活用となる四条通地下駐輪場基本計画を策定する。 

 〔都市計画局 歩くまち京都推進室 TEL 222-3483〕 

◇ぐるり界わい・観光案内標識のネットワーク化 ＜新規＞ 9,000 

「歩いて楽しい観光」と「脱クルマ観光」を推進するため，公共交通機関の駅やバ

ス停を拠点とし，観光地への方向や距離を示した観光案内標識の新設や，既存の観光

案内標識との連携により，ネットワーク化を進め，歩いて楽しむ観光客の視点に立っ

たわかりやすい案内を行う。 

２０年度は，新設等が必要な箇所の選定を行い，２２年度までの３年間で市内各エ

リアに設置する。 

〔産業観光局 観光企画課 TEL 222-4130〕 

◇修学旅行誘致促進事業（京都修学旅行パス（仮称）の新設）  

＜新規＞       3,000 

修学旅行誘致と市バス・地下鉄の新規旅客誘致を一体的に行うことを目的とし，交

通局と連携して，寺院，神社，体験施設の優待特典，お土産の買物割引など多彩な内

容を満載した「修学旅行パスポート」の機能を合わせた修学旅行生専用の市バス・地

下鉄等一日乗車券「京都修学旅行パス（仮称）」を新設する。これによって，修学旅行

生の利便性向上と班別自主研修における多彩なコース作りが可能となるほか，公共交

通機関の利用を積極的に促進することにより，環境にやさしい観光振興を推進する。 

                    〔産業観光局 観光振興課 TEL 222-4133〕 
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◇アセットマネジメント推進事業 ＜新規＞ 66,000 

市有建築物について，計画的な修繕により長寿命化及びエネルギー効率の向上等を

実現する最適維持管理（アセットマネジメント）手法の確立を目指し，計画策定へ向

けた劣化度調査及び耐震診断を実施する。 

 〔都市計画局 企画設計課 TEL 222-3640〕 

◇省エネルギー改修及びバリアフリー改修緊急対策事業 ＜新規＞ 153,000 

人と環境にやさしいまちづくりを推進するため，市有建築物について，冷暖房機器

の更新などによる省エネルギー改修及び段差解消などのバリアフリー改修を緊急かつ

集中的に実施する。 

 〔都市計画局 企画設計課 TEL 222-3640〕 

◇北部地域特定環境保全公共下水道整備【当初予算計上】 ＜新規＞ 75,000 

市内北部地域（大原，静原，鞍馬，高雄）において，住民の健康で快適な生活の確

保や下流域，更には観光地の水環境の保全を図るため，特定環境保全公共下水道の整

備を行うこととし，特定環境保全公共下水道特別会計に対して整備費用の一部を一般

会計から補助する。 

２０年度は，大原地区の実施設計，他の地区の基本設計等に着手する。 

事業年度  １９～２６年度 

総事業費  約７，９００百万円 

 〔上下水道局 地域事業課(北部特環担当) TEL 672-7730〕 

◇大岩街道周辺地域の良好な環境づくりの推進 ＜新規＞ 6,500 

大岩街道周辺地域の抱える諸課題を，近隣住民を含めた地域とのパートナーシップ

により推進していくため，「まちづくりの方針」を策定するとともに，稲荷山周辺に存

在する由緒ある名所・旧跡など多彩なポイントを織り込んだ散策路「深草トレイル（仮

称）」を整備する。 

 〔伏見区役所深草支所 まちづくり推進課 TEL 642-3203〕 

 〔伏見区役所深草支所 大岩街道周辺地域環境整備課 TEL 642-3175〕 
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◇農とふれあう総合体験型市民農園整備事業 ＜新規＞ 2,000 

農家開設型市民農園の整備支援や運営指導を行う拠点として，市民農園の経営モデ

ルとなる総合的な体験型市民農園を３箇所程度整備することにより，すべての市民が

参加できる環境にやさしい都市型農業の振興を地域（農家）主導で行う仕組みを構築

する。 

２０年度は，２３年度の開園に向け，総合的な体験型市民農園のあり方の検討を進

めるとともに，整備予定地域の選定，調査等を行う。 

〔産業観光局 農業振興整備課 TEL 222-3352〕 

◇京都創生海外発信プロジェクト ＜新規＞ 11,000 

これまで，国・国民に対する取組，市民の自主的な活動の活性化を図る取組，市の

取組を３本柱として，国家戦略としての京都創生を推進してきた。２０年度は，京都

創生の機運をより一層高め，更には海外からのファンド資金導入を進めるため，市長

自身のトップセールスにより京都の魅力を海外に発信する。 

事業内容 ニューヨーク市における日米両国の専門家による京町家シンポジウム 

    ボストン市における京都文化紹介など姉妹都市提携５０周年プレ事業 

    京都創生ＰＲのためのネットワーク構築など情報発信手法の調査検討 

                    〔総合企画局 政策推進室 TEL 222-3375〕 

◇無電柱化事業 ＜充実＞ 656,500 

豊かな自然と優れた文化遺産，伝統的な町並みなどの歴史的風土を保全し，市街地

景観の向上を図るため，無電柱化を面的・集中的に実施する。 

２０年度は，産寧坂伝統的建造物群保存地区，上賀茂伝統的建造物群保存地区及び

嵯峨・嵐山地区において，無電柱化を推進する。 

全体事業費 １，４８９百万円 

（局配分枠８３２百万円，政策重点化枠６５７百万円） 

 〔建設局 道路環境整備課 TEL 222-3570〕 

◇景観政策検証システムの構築 ＜新規＞ 6,000 

新たな景観政策が都市の活力に与える影響について，経済効果だけではなく，住環

境や文化など様々な側面から評価するため，有識者を中心とした研究会を設置し，京

都独自の検証システムを３年間で構築する。 

 〔都市計画局 景観政策課 TEL 222-3397〕 
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◇文化財とその周辺を守る防災水利整備 ＜充実＞ 83,000 

大規模災害時などの大火に対しても，消火活動や延焼防止を行い，人命はもとより，

文化財とその周辺地域を一体として守ることができる新たな防災水利を整備する。 

２０年度は，引き続き，耐震性能を有する配水管や市民も使用する消火栓などの整

備に取り組む。 

場  所 東山区清水地域 

事業期間 １８～２２年度 

                       〔消防局 庶務課 TEL 212-6635〕 

◇美術館再整備事業 ＜新規＞ 111,000 

建物や設備の老朽化が著しい美術館について，開館８０周年（平成２５年）に向け

て，展示環境の整備のための改修を計画的に実施する。２０年度は，市民ニーズの高

い海外展の誘致を今後より積極的に展開していくため，恒温恒湿設備の改修等を実施

する。 

 〔文化市民局 美術館総務課 TEL 771-4107〕 

◇京都大学との連携による動物園の活性化【当初予算計上】 

（チンパンジーの群れ飼育・類人猿舎改修）

 ＜新規＞ 125,500 

２０年４月に霊長類研究所が中核となって発足した「野生動物研究センター（ＷＲ

Ｃ）」の研究者が動物園に常駐し，動物園が京都大学と連携して，チンパンジーを群れ

で飼育し,本来の行動や知能の高さを展示するなどの新たな取組を行うため，類人猿舎

を改修する。 

 〔文化市民局 動物園総務課 TEL 771-0210〕 

◇水垂スポーツ拠点施設整備事業 ＜新規＞ 32,000 

水垂埋立処分地跡地の有効利用を図るため，スポーツ拠点施設を中心とした公園の

整備に向け，２０年度は基本設計等を行う。 

  場  所 伏見区淀水垂町 

 整備面積 約１５ｈａ 

 整備内容 グラウンド・ゴルフ場，芝生広場，多目的グラウンドなど 

 〔文化市民局 スポーツ企画課 TEL 222-4033〕 

 


